
 

 

『
私
本
太
平
記
』
の
見
読
記 

 

池
田 

隆  

早
朝
か
ら
テ
レ
ビ
で
時
代
劇
を
や
っ
て
い
た
。
緒
形
拳
や
フ
ラ
ン
キ
ー
堺
な
ど
懐
か
し
い
役
者
が
現
れ
る
。

三
十
年
前
の
大
河
ド
ラ
マ
『
太
平
記
』
の
再
放
送
と
の
こ
と
。
藤
村
志
保
、
沢
口
靖
子
、
宮
沢
り
え
も
登
場
、

つ
い
引
き
込
ま
れ
る
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
叫
ば
れ
る
時
節
柄
、
NHK

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
初
回
か
ら
ゆ
っ
く
り
見

た
く
な
る
。 

原
作
は
吉
川
英
治
の
『
私
本
太
平
記
』
、
学
生
時
代
に
新
聞
連
載
小
説
と
し
て
歴
史
好
き
の
母
と
毎
日
読

ん
だ
も
の
だ
。
合
理
的
思
考
の
持
ち
主
だ
っ
た
母
は
学
校
で
教
わ
っ
た
南
朝
正
統
派
の
歴
史
に
は
懐
疑
的
で
、

朝
敵
尊
氏
を
主
人
公
と
す
る
小
説
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
。
尤
も
バ
サ
ラ
大
名
の
佐
々
木
道
誉
に
強
い
印
象

を
受
け
た
以
外
、
今
の
私
は
話
の
内
容
を
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
い
。
こ
の
際
小
説
と
テ
レ
ビ
を
同
時
並
行

し
て
見
読
（
新
語
？
）
し
て
み
よ
う
。 

物
語
は
北
関
東
か
ら
北
九
州
ま
で
の
各
地
で
展
開
す
る
。
い
ず
れ
の
地
も
一
度
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

話
の
舞
台
の
イ
メ
ー
ジ
は
す
ぐ
に
湧
く
。
人
物
像
も
小
説
だ
け
で
は
想
像
を
逞
し
く
す
る
ほ
か
に
手
は
な
い

が
、
テ
レ
ビ
と
の
コ
ラ
ボ
の
お
か
げ
で
役
者
の
顔
が
頭
に
即
浮
か
ぶ
。
一
方
役
者
の
表
情
や
演
技
だ
け
で
は

分
り
難
い
内
面
的
な
心
情
は
小
説
か
ら
細
や
か
に
読
み
取
れ
る
。
筋
書
き
を
つ
な
ぐ
遊
女
や
忍
者
な
ど
の
創

作
人
物
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
脚
本
家
が
原
作
を
か
な
り
変
更
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
つ
い
批
判

的
な
心
情
に
な
る
の
は
我
な
が
ら
不
思
議
だ
。 

小
説
は
青
空
文
庫
で
十
三
帖
、
テ
レ
ビ
で
四
十
九
回
に
及
び
、
完
見
読
に
二
十
日
を
要
し
た
。
尊
氏
、
直

義
、
師
直
、
後
醍
醐
、
正
成
、
義
貞
と
い
っ
た
主
要
人
物
に
対
し
善
悪
一
面
的
な
見
方
で
な
く
、
人
間
的
な
弱

さ
を
掘
下
げ
て
い
る
。
筋
書
き
も
勝
っ
た
り
負
け
た
り
の
繰
り
返
し
や
寝
返
り
、
下
剋
上
、
策
謀
な
ど
今
に

通
じ
る
実
社
会
の
政
争
を
抉
っ
て
い
る
。
さ
す
が
著
者
が
最
晩
年
に
書
き
上
げ
た
力
作
で
あ
る
。 

今
回
あ
ら
た
に
興
味
を
覚
え
た
人
物
は
阿
野
簾
子
で
あ
る
。
後
醍
醐
の
准
后
で
隠
岐
島
遠
流
に
も
同
行
し
、

天
皇
没
後
は
足
利
方
と
丁
々
発
止
の
駆
け
引
き
を
行
い
、
南
朝
を
陰
で
指
揮
し
た
政
治
家
で
あ
る
。
北
条
政

子
や
日
野
富
子
、
淀
君
に
も
匹
敵
す
る
。
只
の
悪
女
と
い
う
通
説
は
こ
れ
ま
た
疑
わ
し
い
よ
う
だ
。 

 


